










4.要約 

妊娠中に飲酒している女性の数は約 1,800 名と多いが,飲酒量はごく少量が大半を占めて

いた。帝王切開,骨盤位分娩が大量飲酒群に多い傾向,又 SFD,早産率も高くなる傾向があっ

たが,有意に増加してはいなかった。夫の飲酒では年令が高くなるにしたがって飲酒量が増

加することがわかった。又,SFD も大量飲酒群で増加傾向がみられたが,有意の増加ではな

かった｡その他については,何ら因果関係を示唆するものが得られなかった。 


